
本事業者一覧は、食品リサイクル法に基づく定期報告（平成30年度分）において、

①　表３の食品廃棄物等の発生原単位（業種別）が、主務大臣が告示した各業種別の基準発生原単位を下回っていること

②　表１０の食品循環資源の再生利用等の実施率（業種別）が、「食品循環資源の再生利用等の促進に関する基本方針」により設定された

　　食品製造業・食品卸売業・食品小売業・外食産業ごとの再生利用等を実施すべき量に関する目標を達成していること

③　表１６の国が公表を行うことについての合意の有無において、「有」と記載いただいていること

の要件を満たした事業者を掲載しています。

（なお、①の基準発生原単位が設定されていない業種においては、②及び③の要件を満たした事業者を掲載しています。）

●　食品小売業
・各種食料品小売業 2ページ

・野菜・果実小売業 12ページ

・食肉小売業
食肉小売業（卵、鳥肉を除く。） 13ページ
卵、鳥肉小売業 14ページ

・鮮魚小売業 15ページ

・酒小売業 16ページ

・菓子・パン小売業 17ページ

・その他の飲食料品小売業
コンビニエンスストア 18ページ
その他の飲食料品小売業（コンビニエンスストアを除く。） 19ページ

食品リサイクル法に基づく「基準発生原単位（業種別）」及び「再生利用等実施率目標値（業種別）」
を達成した事業者（平成30年度・目次）
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 65.6kg/百万円

業種 各種食料品小売業 再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位

1 三洋食品株式会社 売上高 0.00000 kg/百万円 100.0

2 東都生活協同組合 売上高 3.71238 kg/百万円 100.0

3 株式会社博多大丸 売上高 6.10968 kg/百万円 100.0
生ゴミ処理機の提案を受けている（楽しい株式会社）ので、2020
年下期導入に向け検討中。

4 株式会社名鉄百貨店 売上高 19.73852 kg/百万円 100.0

5 株式会社ジョイフルサンアルファ 売上高 19.94660 kg/百万円 100.0

6 生活協同組合コープこうべ 売上高 20.20442 kg/百万円 100.0

7 株式会社たいらや 売上高 20.35879 kg/百万円 100.0

8 株式会社名古屋三越 売上高 25.91454 kg/百万円 100.0

9 株式会社ト一屋 売上高 27.72631 kg/百万円 100.0

平成26年11月より、生ごみとそうでないものを社内的に分別、生
ごみは業者に委託し肥料化を進めた。また、その肥料を使用した
米を仕入れて販売するリサイクルシステムを構築。平成31年4月
より、山形県リサイクルシステム認証制度の認定を受けている。

10 株式会社北海道ｼﾞｪｲ･ｱｰﾙ･ﾌﾚｯｼｭﾈｽ･ﾘﾃｰﾙ 売上高 27.75098 kg/百万円 100.0
札幌市環境事業公社と食品（生ゴミ）の再生利用（１００％）に関す
る契約を締結している。

11 生活協同組合コープおきなわ 売上高 28.06815 kg/百万円 100.0

12 いばらきコープ生活協同組合 売上高 29.44954 kg/百万円 100.0

13 株式会社タカヤナギ 売上高 37.16325 kg/百万円 100.0

14 株式会社綿半ホームエイド 売上高 47.92692 kg/百万円 100.0

15 株式会社ベイシア 売上高 7.57867 kg/百万円 98.8

№ 事業者名
発生原単位

再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 65.6kg/百万円

業種 各種食料品小売業 再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位
№ 事業者名

発生原単位
再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組

16 株式会社マスダ 売上高 23.15379 kg/百万円 97.4

定期的に（月1回）に行われる全体会議（店長会）において店舗別
の可燃ゴミと食品廃棄物の排出状況および分別状況をデータとし
て公表し食品リサイクルの推進に取り組んでいる。また、新規出
店、改装工事等を実施した店舗においては、その開店に先立ち当
該店舗の全従業員に対して食品リサイクルのための廃棄物の分
別講習会を実施している。

17 とちぎコープ生活協同組合 売上高 6.62037 kg/百万円 96.8
店舗では再生利用で作られたたい肥で生産された農産物を販売
している。

18 生活協同組合コープかがわ 売上高 35.09705 kg/百万円 96.2

19 株式会社マキヤ 売上高 2.75310 kg/百万円 95.4

20 生活協同組合コープかごしま 売上高 24.78976 kg/百万円 94.1

食品循環資源の再生利用の取り組みとして、現在は業者を介し
て果物・野菜くずの脱水処理を行ったものを畜産農家へ販売し、
飼料に混ぜて牛に食べさせている。その畜産農家で飼われてい
る牛からとれる牛乳がコープブランドの牛乳となり、リサイクル
ループができている。まだ具体的に話は進んでいないが、今後、
組織内としてもリサイクルループの仕組みを検討し承認申請も視
野に入れている。

21 大阪いずみ市民生活協同組合 売上高 5.93744 kg/百万円 92.4

食品リサイクル・ループの認定を受け、店舗や物流センターの農
産加工場で発生した食品残さなどをリサイクルセンターに集め、
そこでたい肥化を行っている。できた堆肥については、農業生産
法人の子会社が引き取り、野菜作りに使用し、できた野菜を生協
の店舗でまた販売するという循環を構築している。さらに、こうした
取り組みをＣＳＲレポートなどで広報したり、組合員や他生協、他
団体からの見学などの受け入れも積極的に行っている。

22 マックスバリュ中部株式会社 売上高 16.43913 kg/百万円 91.9
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 65.6kg/百万円

業種 各種食料品小売業 再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位
№ 事業者名

発生原単位
再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組

23 生活協同組合コープおおいた 売上高 29.00235 kg/百万円 91.9

24 生活協同組合コープあおもり 売上高 12.93831 kg/百万円 91.8

25 生活協同組合共立社 売上高 21.51573 kg/百万円 89.2
職員に対し、食品廃棄物の分別について教育及び徹底を図った
廃棄ロスによる食品残さ発生を抑えるため、発注精度の見直し

26 株式会社一小イチコ 売上高 36.35306 kg/百万円 88.7

27 マックスバリュ北海道株式会社 売上高 23.06469 kg/百万円 88.2
ISO14001活動を通じて、食品廃棄物削減を推進して取り組んで
行きます。

28 株式会社マルマン 売上高 39.20930 kg/百万円 88.2
廃棄物等のごみの分別を細分化させる（地方自治体の分別に従
う）

29 生活協同組合ララコープ 売上高 6.25563 kg/百万円 87.5

30 生活協同組合コープみらい 売上高 10.27702 kg/百万円 87.0

31 マックスバリュ東北株式会社 売上高 14.04713 kg/百万円 86.6

32 生活協同組合ユーコープ 売上高 10.87610 kg/百万円 86.5

33 株式会社まいづる百貨店 売上高 16.34870 kg/百万円 86.1

自社店舗で発生する食品系廃棄物については、各部門担当毎に
排出量の計測を行い記録し、月毎に排出の推移を確認し削減に
努める。又再生を円滑に行うために分別不備な店舗には分別の
実態調査をし改善方法について指導を行う。

34 株式会社ヤマナカ 売上高 20.75237 kg/百万円 85.8

１．なごや環境大学「おかえりやさい」に発足時より参加しリサイク
ルループ構築に取り組んでいる。※現在は活動停止中。２．食品
リサイクルに対応するために全事業所の生ごみ保管庫には冷蔵
機能を備えている。
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 65.6kg/百万円

業種 各種食料品小売業 再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位
№ 事業者名

発生原単位
再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組

35 ユニー株式会社 売上高 28.40418 kg/百万円 85.1

2007年1月に農林水産大臣、環境大臣、経済産業大臣から全国
初の「再生利用事業計画」の認定を受け、現在全国で14の認定を
受けている。各地で再生利用事業者・農業生産者とのパートナー
シップを基に、食品リサイクルループの継続的運営と新たな構築
を進めている。

36 みやぎ生活協同組合 売上高 34.35044 kg/百万円 83.8

37 生活協同組合コープしが 売上高 9.12256 kg/百万円 79.7

38 株式会社ナルス 売上高 38.00576 kg/百万円 79.2
ISO14001の環境目標に「食品廃棄物の発生抑制」を掲げ、廃棄
率（売上金額に占める廃棄金額の割合）が0.35％以下になるよう
に目標を設定している。

39 株式会社サンヨネ 売上高 13.23817 kg/百万円 77.8

40 株式会社ファミリーストアさとう 売上高 22.34365 kg/百万円 77.6

41 株式会社キヌヤ 売上高 29.45700 kg/百万円 77.6

42 株式会社フレッシュコーポレーション 売上高 19.84486 kg/百万円 76.3

43 イオン九州株式会社 売上高 48.01933 kg/百万円 76.3

44 株式会社そごうマート 売上高 35.34073 kg/百万円 76.2

45 株式会社カスミ 売上高 21.81634 kg/百万円 75.8

46 株式会社東武ストア 売上高 25.44286 kg/百万円 75.4

47 株式会社イワサキ 売上高 36.04878 kg/百万円 75.3
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 65.6kg/百万円

業種 各種食料品小売業 再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位
№ 事業者名

発生原単位
再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組

48 福井県民生活協同組合 売上高 18.86950 kg/百万円 74.7

食品廃棄物を再生資源として処理した堆肥等を、自生協が提携
する産直生産者の畑で活用し、その商品を店舗で販売するなど
の取り組みを行っています。また、ばら売り、量り売りの促進を図
り、消費者が必要な量だけを購入できるような販売を行っていま
す。福井県の「おいしいふくい食べきり運動」への協力を行ってい
ます。値引きシールを食品ロス削減の啓発シールに変更し、値引
き商品の積極利用を訴えかけています。クリスマスケーキや恵方
まきなどは、予約販売を中心として、当日の過度な売れ残りが発
生しないように取り組みを行っています。

49 えぷろんフーズ株式会社 売上高 40.65071 kg/百万円 74.3

50 株式会社ヤマイチ 売上高 27.99351 kg/百万円 73.3

51 株式会社セレクション 売上高 34.35901 kg/百万円 73.1

グロサリー部門において、廃棄を減らすため、適正発注になるよ
うに食品・菓子・冷凍食品・アイスを自動発注に移行している。前
期に引き続き、ロスが出にくいよう日配の自動発注も行っていく。
生鮮部門においては、販売計画をたて、過剰な商品作りで廃棄ロ
スをしないようにしている。社員・パートナーに食品廃棄物の分別
についての説明を入社時に行っている。

52 株式会社エコス 売上高 20.34313 kg/百万円 73.0
食品リサイクル・ループを構築する事で、食品由来廃棄物の抑制
及び再生資源の促進を実施

53 株式会社シンナゴヤトレード 売上高 27.45649 kg/百万円 73.0

54 株式会社ウジエスーパー 売上高 35.71962 kg/百万円 72.9

55 株式会社丸善 売上高 22.40742 kg/百万円 72.7
各店売場責任者を集め月一回、食品廃棄物を減らすための加工
技術研修及び食品廃棄率を減らすための販売方法などの意見交
換を実施。

56 株式会社平和堂 売上高 25.90507 kg/百万円 72.6
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 65.6kg/百万円

業種 各種食料品小売業 再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位
№ 事業者名

発生原単位
再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組

57 生活協同組合ひろしま 売上高 32.40635 kg/百万円 72.5

58 ＪＲ東日本東北総合サービス株式会社 売上高 8.87014 kg/百万円 72.4

59 株式会社スーパーバリュー 売上高 28.18583 kg/百万円 72.3

60 市民生活協同組合ならコープ 売上高 10.63495 kg/百万円 71.8
店舗等の賞味期限が残っている商品で管理期限切れの商品につ
いてはフードバンク奈良に提供し、必要としている方々へ食材を
有効に活用することが出来ました。

61 株式会社ヤオハン 売上高 25.13283 kg/百万円 71.7

スーパーが連携して共同で食品リサイクル実証実験へ参加して
おり、実証実験施設で脱水機、炭化機、発酵減量機による減量を
行っている。昨年度から製造した再生品（堆肥原料）を使用して、
プランターでの果樹育成実証実験を継続。

62 フレスコ株式会社 売上高 40.92745 kg/百万円 71.6

63 株式会社フレッセイ 売上高 18.18948 kg/百万円 71.5

64 株式会社結城ショッピングセンター 売上高 33.95122 kg/百万円 71.1

食品スーパーが連携して共同で食品リサイクル実証実験へ参加
しており、実証実験施設で脱水機、炭化機、発酵減量機による減
量を行っている。昨年度から製造した再生品（堆肥原料）を利用し
て、プランターでの果樹育成実証実験を継続。

65 株式会社丸大 売上高 29.92448 kg/百万円 71.0

66 マックスバリュ九州株式会社 売上高 32.92582 kg/百万円 70.5

67 生活協同組合おおさかパルコープ 売上高 46.70121 kg/百万円 70.1

68 小田急商事株式会社 売上高 35.11541 kg/百万円 69.9

69 生活協同組合コープあいち 売上高 23.29251 kg/百万円 69.8

70 株式会社タイヨー 売上高 22.71825 kg/百万円 69.6

71 株式会社丸江 売上高 33.88794 kg/百万円 69.5
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 65.6kg/百万円

業種 各種食料品小売業 再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位
№ 事業者名

発生原単位
再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組

72 株式会社エレナ 売上高 49.84388 kg/百万円 69.0

73 株式会社スーパーアルプス 売上高 35.88843 kg/百万円 68.9

74 株式会社ダイエー 売上高 21.35022 kg/百万円 68.6

店舗で発生する食品残渣をたい肥化、その堆肥を使用して生産さ
れた野菜を一部店舗で販売しています。また、従来は廃棄してい
た食品をフードバンク団体への引き渡しを一部店舗で実施してい
ます。

75 株式会社いなげや 売上高 24.20145 kg/百万円 68.5

76 株式会社岩田屋三越 売上高 28.14204 kg/百万円 68.5

77 生活協同組合おかやまコープ 売上高 7.89549 kg/百万円 68.2

店舗や宅配青果物センターで発生する食品ロスの一部をＮＰＯ法
人フードバンク岡山や６自治体生活困窮者支援センター（運営：
社協）などに提供し、福祉施設や生活困窮者支援に活用されてい
ます。

78 いわて生活協同組合 売上高 13.83282 kg/百万円 68.1

東北の生協が運営する「コープフードバンク」ではお取引企業から
余剰食品の無償提供を受け、社会福祉に貢献する団体・組織な
どへ無償で提供する活動を行っています。この取り組みを通じて
生活困窮者などへの支援を行うとともに食品の廃棄を減らすこと
にもつながっています。30年はあらたに奥州市・二戸市社会福祉
協議会と協定を結び、県内11団体に３．８トン（前年＋１．５トン）の
食品等を提供しました。

79 富士シティオ株式会社 売上高 23.22662 kg/百万円 68.1
発注精度の向上及び生鮮商品の当日売り切りの実施。店長会議
を筆頭に各商品部会議等で社内教育を実施。

80 株式会社Ａコープ西日本 売上高 22.53704 kg/百万円 67.5

81 株式会社マルエツ 売上高 24.87816 kg/百万円 67.5

82 株式会社ヤオコー 売上高 17.42385 kg/百万円 67.0
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 65.6kg/百万円

業種 各種食料品小売業 再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位
№ 事業者名

発生原単位
再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組

83 株式会社とりせん 売上高 26.42913 kg/百万円 67.0

84 株式会社原信 売上高 26.80895 kg/百万円 66.5
ＩＳＯ１４００１の環境目標に「食品廃棄物の発生抑制」を掲げ、廃
棄率（売上金額に占める廃棄金額の割合）が0.35％以下になるよ
うに目標値を設定している。

85 株式会社アバンセ 売上高 29.27506 kg/百万円 66.1

86 株式会社ＰＬＡＮＴ 売上高 17.61534 kg/百万円 65.9

87 マックスバリュ関東株式会社 売上高 23.90335 kg/百万円 65.9

88 株式会社ハローズ 売上高 35.83720 kg/百万円 65.4

89 イオンストア九州株式会社 売上高 36.30122 kg/百万円 65.2

90 株式会社いちい 売上高 33.55635 kg/百万円 65.1

91 株式会社小田原百貨店 売上高 15.88511 kg/百万円 64.9
弊社社員に月1回食品廃棄物分別勉強研修を実施、年1回再生
利用の委託先の見学会を実施、加盟するCGC環境勉強会に参加

92 株式会社ホクレン商事 売上高 38.76555 kg/百万円 64.9

93 イオン北海道株式会社 売上高 29.14238 kg/百万円 64.3

94 生活協同組合コープぐんま 売上高 7.24736 kg/百万円 63.9

95 株式会社ヨークマート 売上高 35.93138 kg/百万円 62.8

96 株式会社ダイイチ 売上高 28.74988 kg/百万円 62.6

97 株式会社やまか 売上高 17.81542 kg/百万円 62.4

98 株式会社エーコープ関東 売上高 20.00000 kg/百万円 62.4

99 北雄ラッキー株式会社 売上高 43.10798 kg/百万円 62.4

100 株式会社明治屋 売上高 13.49271 kg/百万円 61.9

101 清水商事株式会社 売上高 24.12427 kg/百万円 61.8
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 65.6kg/百万円

業種 各種食料品小売業 再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位
№ 事業者名

発生原単位
再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組

102 株式会社阪急阪神百貨店 売上高 24.22829 kg/百万円 61.6

103 株式会社Ａコープ九州 売上高 23.21753 kg/百万円 61.0

104 生活協同組合コープえひめ 売上高 5.66016 kg/百万円 60.7

105 株式会社ヒライ 売上高 29.70621 kg/百万円 60.7

106 生活協同組合コープさっぽろ 売上高 38.66732 kg/百万円 60.3

107 株式会社ヨークベニマル 売上高 29.04664 kg/百万円 59.8

108 株式会社京成ストア 売上高 17.92561 kg/百万円 59.6

109 株式会社ユニバース 売上高 20.12076 kg/百万円 59.4

110 株式会社タイヨー 売上高 32.82271 kg/百万円 59.4

111 株式会社ベルジョイス 売上高 47.75809 kg/百万円 59.3
廃棄ロスの管理。(計量結果を店舗にフィードバッグし、ロス管理
資料としている)再生利用の拡大を図るべくを促進すべくスキーム
を構築中です。

112 株式会社福原 売上高 26.28743 kg/百万円 59.2

113 株式会社サンユー 売上高 22.83980 kg/百万円 58.7

114 全国農業協同組合連合会 売上高 22.75179 kg/百万円 58.6

115 株式会社スーパーナショナル 売上高 17.66904 kg/百万円 58.5

116 株式会社アブアブ赤札堂 売上高 25.41063 kg/百万円 58.4

117 株式会社中央フード 売上高 25.50291 kg/百万円 58.2

118 株式会社関西スーパーマーケット 売上高 19.95014 kg/百万円 57.4

119 株式会社マルイチ 売上高 14.96967 kg/百万円 57.2

120 株式会社ヒダカヤ 売上高 30.69537 kg/百万円 56.7

121 イオンマーケット株式会社 売上高 21.52686 kg/百万円 56.1
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 65.6kg/百万円

業種 各種食料品小売業 再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位
№ 事業者名

発生原単位
再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組

122 エフコープ生活協同組合 売上高 35.52959 kg/百万円 56.1
福岡市と周辺地域店舗では食品残渣・魚滓・惣菜廃油の飼料
化。北九州店舗ではそれらに加え食品残渣の肥料化の取り組み
も実施。

123 株式会社ヒバリヤ 売上高 64.41528 kg/百万円 56.1
基本的な事ですが食品残渣（循環資源）とその他可燃物との分別
処理。また、それを再利用していただける業者様の選定。

124 株式会社藤三 売上高 17.60582 kg/百万円 55.5

125 株式会社エスマート 売上高 44.50396 kg/百万円 55.4

126 株式会社エムアイフードスタイル 売上高 54.25353 kg/百万円 55.4

127 株式会社京阪百貨店 売上高 28.08768 kg/百万円 55.1

128 株式会社ライフコーポレーション 売上高 36.56871 kg/百万円 55.1
委託先の施設訪問確認の実施及び管理会社の導入による分別
指導強化

129 株式会社イトーヨーカ堂 売上高 44.16488 kg/百万円 55.1
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 設定なし

業種 野菜・果実小売業 再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位

該当なし

№ 事業者名
発生原単位

再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 設定なし

業種
食肉小売業
　食肉小売業（卵、鶏肉を除く）

再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位

1 株式会社よね一 売上高 1.07527 kg/百万円 100.0

2 株式会社人形町今半 売上高 49.17913 kg/百万円 72.3 社内リサイクル委員会の実施及び外部セミナーへの参加。

3 杉本食肉産業株式会社 売上高 10.45663 kg/百万円 67.3

№ 事業者名
発生原単位

再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 設定なし

業種
食肉小売業
　卵、鳥肉小売業

再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位

1 株式会社オザムフーズ 売上高 41.72423 kg/百万円 64.1

№ 事業者名
発生原単位

再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 設定なし

業種 鮮魚小売業 再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位

1 株式会社旬 売上高 56.23796 kg/百万円 100.0

2 株式会社森田水産 売上高 74.61885 kg/百万円 100.0

3 大和海産株式会社 売上高 131.62544 kg/百万円 100.0

4 長井水産株式会社 売上高 223.87207 kg/百万円 100.0

5 株式会社鮮魚河瀬 売上高 240.00000 kg/百万円 100.0

6 株式会社マツモト 売上高 52.60836 kg/百万円 98.8

7 有限会社魚吉 売上高 93.95161 kg/百万円 98.5

№ 事業者名
発生原単位

再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 設定なし

業種 酒小売業 再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位

該当なし

№ 事業者名
発生原単位

再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 106kg/百万円

業種 菓子・パン小売業 再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位

1 株式会社十勝大福本舗 売上高 0.00000 kg/百万円 100.0

2 株式会社川島屋 売上高 4.30602 kg/百万円 100.0

3 株式会社サンメリー 売上高 27.07381 kg/百万円 100.0

4 伊藤製パン株式会社 売上高 46.19625 kg/百万円 100.0

5 株式会社オイシス 売上高 54.21816 kg/百万円 94.2

6 株式会社中村屋 売上高 18.13289 kg/百万円 84.3

7 カンロ株式会社 売上高 0.63715 kg/百万円 71.4

8 株式会社虎屋 売上高 45.04143 kg/百万円 68.0

9 株式会社文明堂銀座店 売上高 53.74460 kg/百万円 65.5

№ 事業者名
発生原単位

再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 44.1kg/百万円

業種
その他の飲食料品小売業
　コンビニエンスストア

再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位

1 株式会社ローソン沖縄 売上高 9.57817 kg/百万円 79.3

加盟店全店でISO14001の仕組みを活用し、新店に関しても食品リサ
イクル実施を推進している。従業員教育としては、年1回、環境研修
（ｅラーニング）で食品リサイクル研修を全従業員に実施しており、加
盟店全店の廃棄物処理に関する法令遵守状況に関してのチェック
も、年1回実施している。

2 株式会社JR東日本リテールネット 売上高 33.23179 kg/百万円 60.4

3 株式会社ローソン南九州 売上高 19.12389 kg/百万円 60.3

加盟店全店でISO14001の仕組みを活用し、新店に関しても食品リサ
イクル実施を推進している。従業員教育としては、年1回、環境研修
（ｅラーニング）で食品リサイクル研修を全従業員に実施しており、加
盟店全店の廃棄物処理に関する法令遵守状況に関してのチェック
も、年1回実施している。

4 株式会社ファミリーマート 売上高 23.84808 kg/百万円 56.3
食品循環資源の再生利用の重要性を加盟店に情報誌、展示会等で
啓発を実施。

№ 事業者名
発生原単位

再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組
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食品リサイクル法に基づく業種別の基準発生原単位及び再生利用等実施率目標値を達成した事業者一覧

年度 平成30年度実績 基準発生原単位 設定なし

業種
その他の飲食料品小売業
　（コンビニエンスストアを除く。）

再生利用等実施率目標値 55%

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位

1 株式会社にんべん 売上高 0.00000 kg/百万円 100.0

2 株式会社酒悦 売上高 7.83133 kg/百万円 100.0

3 株式会社江戸清 売上高 19.98779 kg/百万円 100.0

4 井筒まい泉株式会社 売上高 27.91621 kg/百万円 100.0

5 カルビーポテト株式会社 売上高 253.96825 kg/百万円 100.0

6 株式会社新潟農商 売上高 304.63225 kg/百万円 100.0

7 株式会社ロック･フィールド 売上高 11.19332 kg/百万円 96.3

8 ＪＲ九州リテール株式会社 売上高 1.79464 kg/百万円 88.6

9 東京エアポートレストラン株式会社 売上高 4.31625 kg/百万円 88.2

10 紀南農業協同組合 売上高 4.41849 kg/百万円 84.4

11 ハーベスト株式会社 売上高 51.40250 kg/百万円 75.6
社内報や社内ミーティング、新人研修や説明会などの場を通じ
て、啓蒙活動を実施している。

12 サントリービバレッジサービス株式会社 売上高 4.95166 kg/百万円 69.2

№ 事業者名
発生原単位

再生利用等
実施率（％）

食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組
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